
緒 言

鉤頭虫（鉤頭動物門）には約900種が記載され，

日本でも約100種が記録されている（Amin 1985，

荒木1999）。甲殻類や昆虫類など節足動物を中間宿

主，脊椎動物を終宿主とし，動物体内に生活をする

典型的な寄生蠕虫類である。寄生様式は体前部にあ

る多数の鉤を備えた吻を終宿主の腸粘膜に刺入する

もので（Cheng 1986），時に腸穿孔を呈す病原性の高

い体内寄生虫として記録がある（Sanford 1978，菊

池・中島1993，Ito et al.1998，Asakawa et al.2002）。

しかし，今回，本来体内寄生している鉤頭虫が，琵

琶湖における底生ベントス調査中，偶然，採集され

たので記載した。

材料および方法

2002年11月28日，琵琶湖湖北（太湖）早崎の水

深約90mの湖底にて特注底曳網（30cm高，100cm

幅，奥行き2.5m）をデッドスロー約５分，約200m

曳いたところ，ビワオオウズムシ，ミズムシ，ヨコ

エビ，スジエビと伴に鉤頭虫10個体が得られた。同

網の中には魚類および鳥類（死骸を含め）は得られ

なかったが，採集時の状態から採集された鉤頭虫は

生きていたことが考えられた。

当該標本は採集後70％エタノールにて固定した

後，ラクトフェノール液を用いて透徹し，光学顕微

鏡下で形態学的観察を行い，顕微鏡描画装置

（OLYMPUS Model BH2）およびエリアカーブメー

タ―（Ushikata XPLAN-dIII）を用いて体部計測を

行った。用いた標本は分子生物学的な分析などのた

め酪農学園大学野生動物医学センターに仮保存され

ているが，分析後は，証憑標本として滋賀県琵琶湖・

環境科学研究センターに登録される予定である。

結 果

属種 Polymorphus (Polymorphus) cf. strumosoides
 

Lundstrom,1942

胴は紡錘形を呈し，体表前部は胴棘に覆われてい

た。計測値は Table 1に，また雄全体像は Fig.1に

それぞれ供した。

本標本の吻および胴の形状，胴棘の存在および複

数のセメント腺の存在から，Polymorphida目

Polymorphidae科で，胴棘分布が前半部に限局する

こと，胴に明瞭なバルブ状構造が存在しないこと，

セメント腺が４本であることから（Fig.1），

Polymorphus属の特徴（Yamaguti 1963, Schmidt
 

1973,Amin 1992）を具備していた。Amin（1992）

によると頸部長と吻形状などにより同属はさらに２

亜属，すなわち Polymorphusおよび Subfilicollisに

分けられるが，円筒状の吻で紡錘形の胴，比較的短

い頸部から Polymorphus亜属の記載（Amin 1992）

に一致した。Polymorphus亜属には約30種が知ら

れるが，吻鉤が縦16列，各列鉤数8～12であること

から P.strumosoidesと類似したが（Yamaguti
 

1963, Ryzhikov 1985, Amin 1992），種名は他の鉤

頭虫標本との形態比較および分子生物学的解析を待

ち決定したい。
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考 察

本来，体内寄生蠕虫である鉤頭虫が，なぜ，外界

に遊離した状態で得られたのかを論考したい。鉤頭

虫は中間宿主（この属ではヨコエビ類とされる；

Cheng 1986）あるいは待機宿主体内では体腔などで

被嚢幼虫となって終宿主に捕食されるのを待つ。し

かし，今回の虫体がいずれも被嚢状態を示すもので

はなかったこと，当該底曳網試料に幼虫が物理的に

遊出しうるような死体などが混じていなかったこと

などを考え併せると，終宿主，すなわち鳥類由来（吐

出など）と考える方が自然であろう。

特に，この属はカモ目を終宿主とするので（Petro-

chenko 1958,Ryzhikov et al.1985,Amin 1992），

琵琶湖で越冬していたいずれかの種に由来したこと

が想像される。状況証拠からの類推ではあるが，今

回のように10個体の鉤頭虫がまとまって採集され

たことは自然史的にも，また疫学的にも興味深い現

象であろう。

ところで，皮肉にも，今回の Polymorphus属検出

は我が国における初めての報告となった。琵琶湖に

おける鉤頭虫の先行事例として，魚類寄生性タクサ

を報告した島津（1999）とAmin et al.（2007）が魁

である。しかし，当然ながら，今回のような鳥類寄

生性のものは Polymorphus属含め未記録であった。

一方，他地域の野鳥であっても Centrorhynchus属，

Corynosoma属，Porrorchis属，Arhythmorhynchus

属，Southwellina属，Plagiorhynchus属あるいは

Mediorhynchus属の約30種の報告があるものの

（Amin 1985，Uchida et al.1990，荒木1999，中村

ら2004，Sato et al.2005，Yoshino et al.2009a，

Yoshino et al.2009b），Polymorphus属の記録は無

かった。寄生蠕虫が宿主から離れ産地新記録として

記録された点でも極めて珍しいものであった。

要 約

2002年11月，琵琶湖湖北湖底にて底曳網調査を

実施したところ，無脊椎動物と伴に鉤頭虫が得られ

た。同網の中には魚類および鳥類（死骸を含め）は

得られなかったが，採集時の状態から採集された鉤

頭虫は生きていたことが考えられた。鉤頭虫は無脊

椎動物と伴に70％エタノールで固定され，形態学的
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Table1 Measurements of the present acanthocephalans found in dredging samples
 

derived from Lake Biwa,Japan (in mm)

Polymorphus cf.strumosoides
 

male(n＝5) female(n＝5)

Body length  3.36 (2.96-3.49) 4.31 (3.15-5.03)

Maximum body width  1.15 (0.99-1.24) 1.12 (1.02-1.22)

Length of proboscis  0.27 (0.20-0.33) 0.49 (0.42-0.57)

Width of proboscis  0.22 (0.21-0.22) 0.27 (0.26-0.28)

():average(range)

Fig.1 Whole body of the present male acanthocephalan found in dredging samples derived
 

from Lake Biwa,Japan (Scale bar＝1 mm)



に検討を行ったところ，Polymorphus属（おそらく

種 strumosoides）と同定された。この属の種はホオ

ジロガモなど水鳥類が終宿主となるので，これら宿

主から吐出されたものに由来したなどと想像される

が，詳細は不明であった。しかし，このような本来

自由生活する動物を対象にした底曳網を用いた調査

で体内寄生蠕虫である鉤頭虫が宿主とは遊離して発

見されたことは珍しい現象である。なお，Polymor-

phus属が国内で記録されたことはなく，本報が初記

録となった。
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Summary
 

In November,2002,total 10 acanthocephalans were found from the dredging materials from Hayasaki,

northern basin of Lake Biwa,Japan. These worms were evidently free from any hosts and they belonged
 

to the genus Polymorphus (probably P.strumosoides)which has been known as avian acanthocephalan taxon
 

and it was the first local record from Japan.
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